
・プレゼンティーイズム損失改善：5pt改善

・新規休職者数：20%改善

（2024年比）

・喫煙率：10%

・経営トップと管理職間での健康

経営に関する対話（実施・回数）

・産業保健体制の確立（従業員1

人あたりの産業医、保健師等、専

門職の人数）

・健康経営優良法人の認定取得

・職業性ストレス簡易調査票の「上

司の支援・同僚の支援」の得点

経営方針

健康経営の推進方針

・社員がやりがいと幸せを感じながら、より大きなパフォーマン

スを発揮していけるように、健康な心身、健全な労働環境を

守っていくことを部会の基本方針とし、内外の各種組織、知

見を積極的に繋ぎ合わせ、改善を重ねていく。

常に世の中の環境変化を見据え、中長期的な課題探求を

行うとともに対策へのアクションを図る。

健康経営の推進目標

・従業員の健康保持･増進への取り組みが将来的に収益性

等を高める投資でもあるとの考えに基づき、「健康（衛生）

管理」を経営の重要課題の一つと位置づけ、衛生部会はこ

れを全社的に推進する機能を果たす。

・病欠率の要因のうち、健康経営の観点から注目され、かつ

会社として特に管理すべきマテリアルを抽出し、3項目（メン

タル病欠率/業務起因による体調不良/生活習慣病）に対

する多面的な対策を講じ、改善を図る。

・地球の酷暑化に伴う職務遂行環境の負担に注意を払い、

安全・健康を守るための具体的対策をハード/ソフト面から改

善を推進するとともに、衛生管理担当との連携によって面的

なバックアップを全社展開していく。

KGI（目標年度：2030年）

組織の活性化

個々人の活力向上

による持続的成長

不健康や疾病による

生産性低下の防止

休職者による

ラインストップ最小化

働きがい（従業員満足度）

の向上
長時間労働者低減

への取り組み

メンタルヘルス対策

【TOYO TIREグループ健康経営戦略マップ】

様々な効果に関する

健康投資

(指標に対して具体的な年度毎の目標値を設定）

健康経営の浸透状況
方針実現のための

体制・環境

サポート・組織的支援

（POS）、WSC等

健康風土の醸成

健康投資

従業員の健康課題

生産性高く働いてもらいたいが、人的リソースを有効に活用

できていない

・心身の不調の抑制

　～アブセンティーイズムによる損失改善

・労働効率の向上

　～プレゼンティーイズムによる損失改善

・長時間労働の抑制

　～メンタル疾患等への移行懸念

・職場環境改善（特に夏場）への積極的な施策実行

　～工場における暑熱対策、熱中症対策

生活習慣改善への

取り組み

ストレスチェック集団分析

結果への取り組み

女性・高齢者・ジェンダー

への取り組み

ワークライフバランス推進

への取り組み

健康管理システム

保守・更新

プレゼンティーイズム測定

への投資

安全対策

医療費削減

メタボ率

有所見者率

アブセンティーイズムの低減

傷病による休職者率

人間関係の向上禁煙プログラム参加率

治療率・コントロール率

の向上

要受診・要精密検査

推奨件数

適正体重維持者率

の向上

特定保健指導実施率・

保健指導実施件数

喫煙者率
良い生活習慣獲得者

比率の向上

要受診・要精密検査

実施率向上

喫煙率低減

への取り組み

プレゼンティーイズム

ワークエンゲージメント

平均時間外労働時間

の低減

職務共感の向上

ストレス対処率の向上
イベント・セミナー

開催件数・参加率

集団分析結果対策の

実施状況

長時間労働者への

面談件数

私たちの使命（ミッション）

お客さまの期待や満足を超える感動や驚き

を生み出し、豊かな社会づくりに貢献しま

す。

健康投資効果
健康経営で解決

したい経営課題

化学物質管理の徹底

イベント・セミナーの

積極的実施

保健指導・

特定保健指導強化

要受診・要精密検査者

への対応強化

感染症対策

腰痛対策

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の取り組み

状況に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

暑熱対策

熱中症予防

業務起因による

休職者件数
設備投資実施率

感染症予防対策

実施状況


